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■私たちはお互いに力を合わせ、

　　　　　　住みよい郷土をつくりましょう

■私たちは花や鳥を愛し、

　　　　　　恵まれた自然を守りましょう

■私たちは健康で勤労を尊び、

　　　　　　豊かな家庭を築きましょう

■私たちは教養を高め、

　　　　　　香りたかい文化を守り育てましょう

■私たちは老人を敬い、

　　　　　　希望に満ちた青少年の育成につとめましょう

位置　   東経　１３８度３８分１５. ３秒

標高　　　　　　  　　　　   ６２３ｍ

< 長野原町役場前 > 

< 北軽井沢観光協会 > 

　   北緯　   ３６度３３分 ０. ８秒

位置　   東経　１３８度３５分２２．０秒

　   北緯　   ３６度２７分５９. ０秒

標高　　　　　　  　　　   １０９４ｍ

昭和 54 年 10 月 18 日　制定

長野原町民憲章
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 四 季 折 々 の 変 化 を 見 せ る 雄 大 な 自 然 四 季 折 々 の 変 化 を 見 せ る 雄 大 な 自 然

　 　 そ ん な 自 然 が 与 え る 美 し い 景 観 と　 　 そ ん な 自 然 が 与 え る 美 し い 景 観 と

　 　 　 　 　 　 調 和 す る 長 野 原 町　 　 　 　 　 　 調 和 す る 長 野 原 町 　　
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ハート型芝桜

(4 月 25 日 )

(4 月上旬 )

(5 月 15 日 )

二軒屋地区
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　地方分権改革の流れの中で、いわゆる

平成の市町村合併等の選択肢がありまし

たが、長野原町は合併せずに現在に至っ

ています。これからの地方自治体は地域

住民が自らの判断と責任においてまちづ

くりを進めていくことが求められます。

「オール長野原」の精神で住民が一体感

を持ちながら、まちづくりに励みます。

　いざというときのために、浅間山の噴

火対策をはじめ、水害や土砂災害、雪害、

大地震等への災害予防対策を講じ、住民

の生命と財産を守るよう努めます。また、

交通事故対策として、防犯活動及び高齢

者も含めた交通安全対策を関係機関と協

力して取り組んでいきます。

　平成 31 年度末の八ッ場ダム完成を見

据えて、様々な社会基盤を推進し、ダム

ができてよかったと思える生活再建対策

を進めます。また、観光振興策・雇用確

保も含めた地域づくりを継続的に進めて

いかなければなりません。

　魅力あるまちづくりを推進していくた

めには、日常生活に密接に関わる道路、

公共施設などの適正な維持・管理と、安

全性の確保が重要になります。また、自

然環境の保全や動植物との共生をはかる

ため、ゴミ等の処理についても考慮して

いきます。

　農林業と商工業が協力し、地元の豊か

な自然と文化、農林産物、その他の地元

資源を有効に組み合わせて事業の多角化

および高度化を図り、地元ブランドの加

工・販売を展開する六次産業化に取り組

みます。また、広域的な観光連携を推進

していくことで、町全体の魅力を高め、

産業の活性化を目指します。

　「自立と共生」を理念とする充実した学

習環境の整備と人材を育成することに努

めます。住民同士がコミュニケーション

を図ることによって、町の歴史や文化を

尊び、他者に思いやりを持ちながら、町

の課題の解決に向けて積極的に取り組む

人材を育てていくことを目指します。

　子どもの存在は、活気ある町を作りま

す。高齢者においても住み慣れた地域で

自立した生活が送れるように、介護、生

活支援等が切れ目なく提供される体制が

求められています。町では子育てにおけ

る保護者の不安、社会保障制度における

高齢者の負担を和らげ、安心して暮らせ

るまちづくりを目指します。
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～浅間山北麓ジオパーク認定に向けて～～浅間山北麓ジオパーク認定に向けて～

　 　 ジオパーク活動につきましては、地質、地形はもとよジオパーク活動につきましては、地質、地形はもとよ

り、その地域の動植物や生態系などの自然環境、そこにり、その地域の動植物や生態系などの自然環境、そこに

暮らす人々の文化に到るまでが対象となり、見て、触れ暮らす人々の文化に到るまでが対象となり、見て、触れ

て、感じることのできる「大地の公園」で、その活動のて、感じることのできる「大地の公園」で、その活動の

目的は観光振興のみならず、産業振興、防災、教育など目的は観光振興のみならず、産業振興、防災、教育など

の広範囲にわたります。の広範囲にわたります。

　　　　長野原町のジオパーク認定に向けた活動では、活火山長野原町のジオパーク認定に向けた活動では、活火山

「浅間山」という素材を最大限に活用し、観光資源と地「浅間山」という素材を最大限に活用し、観光資源と地

場産業を組み合わせた新たな産業の創出、ジオツーリズ場産業を組み合わせた新たな産業の創出、ジオツーリズ

ムを通じた地域内外の交流拡大や経済の活性化、地域理ムを通じた地域内外の交流拡大や経済の活性化、地域理

解を深めることにより地元愛の醸成と地域コミュニティ解を深めることにより地元愛の醸成と地域コミュニティ

機能の向上、火山防災への理解と啓発などを目指してい機能の向上、火山防災への理解と啓発などを目指してい

ます。ます。
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初代町長
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初代議長
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過去の歴史を尊び、未来の新　しい町づくりへと繋げていく
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After knowing experience in the past,

to create in future.

変わるものと変わらないもの、どちらも　　 継承し、新たなまちづくりへと踏み出します。

（H27）※
（H27）※
（H26）※
（H27）※
（H27）※
（H27）※
（H27）※
（H26）※

（S61）
（S41）
（S59）
（S 4 ）
（T15）
（S46）
（S44）
（S60）

（昭和 21 年 10 月 1 日～昭和 22 年 4 月 30 日） （平成 26 年 5 月～現在）（明治 22 年 5 月 15 日～明治 29 年 2 月 28 日） （平成 26 年 4 月～現在）

※注）写真を撮影した年代表記となっています

I

J
　　　　防災行政無線
　　　　旧王湯
　　　　町民スポーツ大会
　　　　町役場一望
　　　　北軽井沢駅舎
　　　　長野原駅
　　　　ダム水没予定地区
　　　　だんご相撲

　　　　防災行政無線
　　　　新王湯
　　　　町民スポーツ大会
　　　　町役場一望
　　　　北軽井沢駅舎
　　　　長野原駅
　　　　ダム水没予定地区
　　　　だんご相撲
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世帯人口世帯人口

1 世1 世帯当たり帯当たり

２．５１人２．５１人

救急車出動数救急車出動数

1 日に1 日に

１．１５件１．１５件

交通事故交通事故

死亡者数死亡者数

過去 5 年間  ３人過去 5 年間  ３人

統計統計

人口密度人口密度

１km１km22 当たり当たり

４２．１人４２．１人

長野原町長

平成 26 年度 10 月 1 日調べ平成 26 年度 10 月 1 日調べ

統
計

平成 26 年度 3 月 31 日調べ平成 26 年度 3 月 31 日調べ

平成 26 年度 3 月 31 日調べ平成 26 年度 3 月 31 日調べ

平成 26 年度 3 月 31 日調べ平成 26 年度 3 月 31 日調べ

平成 26 年度 3 月 31 日調べ平成 26 年度 3 月 31 日調べ

平成 26 年度 10 月 1 日調べ平成 26 年度 10 月 1 日調べ

平成 26 年度 10 月 1 日調べ平成 26 年度 10 月 1 日調べ

出生出生

1 ヶ月に２．４６人1 ヶ月に２．４６人

発生件数２５件発生件数２５件

発生件数４２１件発生件数４２１件

町職員町職員

住民住民

５７．４人に 1 人
職員１０３人職員１０３人

転入転入

平成 27 年度 4 月 1 日調べ平成 27 年度 4 月 1 日調べ

異動日基準による異動日基準による

転出転出

２４８人

平成 27 年度 4 月 1 日調べ平成 27 年度 4 月 1 日調べ

異動日基準による異動日基準による

平成 27 年度 4 月 1 日調べ平成 27 年度 4 月 1 日調べ

1 年間で２９名1 年間で２９名

1 年間で６８名1 年間で６８名

平成 27 年度 4 月 1 日調べ平成 27 年度 4 月 1 日調べ

火災火災

3 ヶ月に3 ヶ月に

１．２３件１．２３件

交通事故交通事故

2 週間に2 週間に

１．０３件１．０３件

住民住民

３７．２人に 1 人３７．２人に 1 人
団員１５９人団員１５９人

平成 22 年度～平成 26 年度まで平成 22 年度～平成 26 年度まで
平成 26 年度 3 月 31 日調べ平成 26 年度 3 月 31 日調べ

死亡死亡

1 ヶ月に1 ヶ月に

５．７８人５．７８人

消防団員消防団員

総数 5 件総数 5 件

２１７人２１７人

原町長

1 人1 人
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